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1 ． 目的
　子 ど もは本来 、 自発的に身体 を動か し、あそび を通 して満足 を得 、友達 との ふれあ い の 中で
身体的、精神的、知的、情緒的、社会的な発達を促す。そ して、創造 し、あるい は問題 を解決
し得 る能力を身に つ け、大人 に な る基礎を培 っ て い るの で あ る 。 こ の よ うに幼児期の あそび は、
人間形成の 根幹 をなす もの で ある と言 える。あそびは受動的で は な く、 あ くまで能動的で あ り、
自発的で なければな らな い 。 子 どもはテ レ ビ を見て い て も確 か に満足 を得て い るで あろう。 し
か し、発達途上 の 重要な意眛に つ なが る満足で は な い はずで ある 。「昔 と は全て が 変わ っ て し
ま っ た の だ か ら」、また 「テ レ ビゲ ーム が現 代の 子 どもの あそび なの だ か ら」と是認 して はな
らない 。なぜ なら、自然が 、友達が、子 ど もを育て るか らで ある。その ために は、子 どもた ち
が喜々 と して あそべ る環境 を大人が保障 しな ければな らな い 。
　我々 は こ の 子 どもの あそび環境 、特に 活動 的なあそびに関連す る環境に つ い ての調査 を1982
年 （以下82年 と記述する）と1996年 （以下96年と記述する）の 2回にわた っ て 同様の 内容で 実
施 し た 。 こ の 82年か ら96年の 15年 間に お け る社会環境の 変化の 中で 、 特に子ど もの あそび環境
に影響をお よぼ した の は少子化や テ レ ビゲーム の 急激な普及で あろう。 少子化 に つ い て は 1986
年度の 厚生 省調査で は 兄弟 は少な く平均 L7人で 一人 っ 子 も多 い とい う数値が示 され、さ らに
1990年の 国勢調査 に よれば子 どもの 数は 2249万 人 で 、前年よ り47万人 も減少 し て い る 。そ し て 、
今 日ま で こ の 減 少は続 い て お り、近隣は もちろん幼稚園、保育所等の 公共の場にお い て も大き
な集団の 中で の子どもの育ち に危機感が高 ま っ て い る。また、テ レ ビゲーム に つ い て は 、年齢
に応 じ た もの 、子 どもの興味に応 じた もの が次々 と開発 され、子 どもた ちに と っ て は戸外で の
あそびより魅力的なもの にな っ て しまっ て い る．こ れ も、由々 しきこ とで ある。その他に も、
自然の破壊、車優先社会、住宅の合理化、都市の 効率機能化、地 域社会機能の 衰退等子 どもの
あ そび環境を左右する要因が 多々 あり、こ の よう な 社会環境の 変化 に と もな い 子 どもの あそび
環境は ますます劣悪化 して い くと考え られ る 。
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　そ こ で 、本研究に お い て は、あそ び環境が地域の 居住環境 の 影響 を受けやすい こ とに着 目し
た 。明 らか に 居住環境に 差が生 じ ると考 え られる三 つ の 地 域 （都市中心部地域 ・住宅地域 ・都
市周辺部地域）を基本に お い て 、「活動的な あ そびにつ い て」の項 目を中心に 、 「あそび場所」、
「あ そび仲間」、 「あそび時間」、「テ レ ビ視聴」、「習 い 事」等、計 17の 質問項 目に つ い て 、82年
と 96年の 調査結果を比較検討 し、子 どもた ち の あそび に影響をお よぼ して い る原因を究明 して
い きた い 。
2 ． 調査方法
調査期日
調査対象
調査方法
調査地域
調査 内容
第 1回調査　1982年 7 月中旬
第 2回調査　1996年 7 月中旬
第 1回調査　 3歳 〜 6歳の幼稚園児　1004名 （男 一536名　女一468名）
第 2回調査　 3歳〜 6歳の幼稚園児　1053名 （男一518名　女 一535名）
質問紙法 　幼稚園を経由 し て 園児の 保護者 に回答 を依頼
第 1回調査 （1982年）回収率83％　第 2 回調査 （1996年）回収率 82％
A 、都市中心部地域一商業、住宅混在地域
B 、住宅地域一大都市の 通勤圏に ある中小都市の 住宅地域
C 、中小都市周辺部地域一田畑が残 っ て い る地域
　　　　以下、A 地域、　 B 地域 、　 C 地域と記述する。
表　参照
解析の 手順
　質問項 目ご とに後述の 項 目と ク ロ ス 集計を して 、 それ らを帯グ ラ フ で表 し、カイ 自乗検定に
　関連 の ある項 目を中心に 考察 をおこ な っ た。た だし、複数 回答 は棒グ ラ フ で表した。
　ク ロ ス の 項 目…… 「全体 （平均）」「性」「年齢」
　　　　　　　　　 「地域」「活動的なあそびの 好嫌度」
　　カ イ自乗検定の 危険率 1％ は ＊印で 、 5 ％は ・印で図中の項 目に付記 した 。
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表　調査内容
 
 
 
 
質 問 項 凵 選 　 　択 　 　肢
生 年 月 H
性 　 　別 自由記述
家族構成
　　　　　　　　1．活動的な あそび を好む
　　　　　　　　2 ．活動的 な あそ び をま あ ま あ好 む
活動 的な あそび　3 ．活動的 な あそ びの 好 み は 普通
に つ い て 　 　 　 　’i ．活動的 な あそ び は あ ま り好 ま な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 い
　 　　 　 　　 　　5 ，活動的 な あそび は嫌 い
 
．
よ くあそぶ相手
．
所 に 公園 な ど広 い あ そ び場所
あ る
所 に 公園 など広 い あそび場所
な い
所 に 公 園な ど広 い あそび場 所
あ るが 年 h の r一ど もや 大 人に
領 され て あ そ べ ない
所に池や 川 ・材木置 き場 な ど …
険 と思われ る所 が あ る
所 は交 通量 が
所 は 交通量 が
所 に あそ び 仲
所に あそ び仲
9．習 い 事 で あそぶ
］．0，その 他
1 ．公園　　　　2
3．道路　　　　 4
 
戸外 ・室 内 あ そ
び の 多少
1，父 ・母　 　　 　2 ．祖父母
3．，兄 ま た は 姉 　　d ，弟 ま た は 妹
5，ひ と り　 6．同 じク ラ ス の 友達
7．同年齢の 他の ク ラ ス の 友達
8．習 い 事 の 友達　 9 ，年 下の 友達
10．年上の 友 達　 　11．そ の 他
 
戸 外 あそ びの 時
間
1．戸外 あそびが 多い
2 ．戸外あ そ び が や や 多い
3 ．戸外 ・室 内半 分 つ つ ぐ らい
4 ．室内 あ そ び が や
5 ．室内 あそび が 多
1．30分 以内　　　　
lS．1時間30分以 内　
5．2時間30分以内　　
7．3峙間以 E　　 8．その他 （ 〕
質 問 項 目 選 　　択　　肢
  ．
 
 
 
  ．
 
 
 
戸外 あそび の仲
間の 数
1
　
2
　
0
」
4 ．
5．
一
人で あそぶ こ とが多 い
2 〜3 人で あそぶ こ とが多い
’i〜5 で あ そぶ こ とが 多い
6人 以 上 で あ そ ぶ こ とが 多い
その 他 （　　　　　　　 ）
戸外 あそ び仲 間
の 性別
1．同性 と あ そぶ こ と が 多い
2．異性 と あ そ ぶ こ と が 多い
3 ．同性 ・異性混 合で あそぶ こ と が
　 多い
戸 外 あ そ びか ら
の 帰宅時 間
1 ，4 時30分頃 　 2 ．5 時頃
3 ，5時 30分 頃 　 4 ，6時頃
5 ．6時30分頃 　6 ，その他 （ ）
テ レ ビ視聴制 限　 ⊥ ．制 隈 し て い る
の 有無　　　　　2．制 限 して い な い
1．30分以 内　　　　2 ．1時間以内
1時間 30分以 内　’1．2時間以内
2時間30分以 内　6，3時間以内
3時間30分以内　8．・1時間以 E
その 他 〔 〉
習 っ て い る 　 2．習 っ て い な い
運動系の 習 い 事
　 非運動系の 習 い 事
3 ．両 方 と も習 っ て い る
習い 事の
　　　圓数／週
1．1回
2．2 回
3．3 回
4．4 回 以 上
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3． 結果お よび考察
◎はあそ び環境 に直接関連 が あると思われ る もの 。
○はあそび環境 に 間接的に 関連が ある と思われ るもの 。
［82年 と96年の 比較は 、82年 を基準に96年の 増減に つ い て記述 した］
◎地域の あそび環境 （図一 1）
　 A 地域 （都市 中心部地域）は、「公 園など広 い あそび場所が ある」が 、 82年は 56％で 96年 は
69％ に増加 して い る。また 、「交通量」もわずかで あるが増加 し て い る。「あそび仲間」に つ い
て は 、 「い る」の 回答が減少 し、「い な い 」が大幅に増加 し悪化 し て い る 。 B 地域 （住宅地域）
は あそさ環境 と して は全て悪 い 方 に変化 し て い る 。 特に 「あそび仲間」がい ない とい う傾向が
顕著で ある 。 ま た 、 「交通量」 も増加 して い る 。 C 地城 （都市周辺部地域）は、「あそび仲間」
はや や減少 して い るが 「広 い あそび場所が ある」はや や 増加 し、「交 通量」はやや減少 して お
り良 くな っ て い る とは言えない が、少な くとも悪化 は して い な い 。以上の ことか ら、B 地域、
A 地域、 C 地域の 順に おお む ね悪 い ほ うに変化 し て い る。特 に B 地域が著 しく悪化 して い る。
　 　 図一1
1996 年
地域 の あそび 環境 く複数回答 ＞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1982 年
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ％
1．近所 に広 い あ そび場所 が あ る
2，近所に広 い あ そ び場所 がない
3．場所はあ るが 占領 されて あ そ べ な い
4．近所 に 危険 な所 が ある
　　 　　　 　 （池、川 、材木置場等）
5。近所 は 交通 量 が 多い
〔1）
（2｝
（3）
（4 ）
（51
（6）
（7 ｝
（8＞
（9）
〔ID）
〈 複数回答 〉
6，近 所 は 交通量 が 少な い
7．近所 に あ そび仲間 が い る
8．近所 に あ そび仲 間がい ない
9．習い ご とで あそび 時間が な い
10．その 他
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◎活動的なあそびの 好 き嫌い （図一 2）
　今回の 質問項 目の 中で 唯一良い 傾向を示 して い る 。 82年 の 「好 む」「まあまあ好む」の合計
は66％ で あ っ た 。 96年の それは 75％ で 9 ％増加 して い る 。 特に A 地域 にお い て は その 差が 19％
と著 しく増加 し て い る。性別で は、男子 6％ 、女子 13％ と女子の 増加率が高い ． そ して 、96年
で は、男女の 差が な くな っ て い る 。 しか し、本研究 の 中心で ある こ の 項目は良い 傾向を示 して
い るが 、他の項目は ほ とん ど悪 い方向 に変化 して い るの で 、活動的な あそび を好ん で い て もあ
そべ な い 現状 （環境）が あ る と思 われ る 。
図一2　 活 動 的 な あ そび の 好 き嫌 い （％ ）
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※ A 地域
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　 B 地域
　 　 　 1982年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24 钁 Ut 撃蘇 「　　　　v　　4
　　　 1996年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　輔 　n 　　 灘 F3
　 C 地 域
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圜 好 む 　　口 まあ まあ好 む　 口 普通 　　口 あ ま り好 まな い （嫌い ）
◎あそびの 内容 く戸外 あそび ・室 内あそびの 傾向〉　（図一 3 ）
　性別で は男子 より女子、年齢別で は年齢の 下降 とと もに82年 より96年 の 方が戸外あ そびが減
少 して きて い る。し か し、減少率の観点か らは全 くこ の 逆で 男子の 方が減少率が高 く、年齢別
で も年齢の 上昇と と もに減少率が 高 くなっ て い る ，また地域別で は 、C 地 域に お い て 82年 に
「戸外 あそび が 多い 」 と回答 した者が 54％ で、96年は 26％ で ある。その差 は 28％ で全項目の 中
で 最 も悪 い 方向に変化 して い る 。 ちなみ に 、82年と96年の 調査で一番環境 の 良か っ た の は C 地
域で ある。
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　こ の 項 目と 「活動的な あそびの好 き嫌 い 」の 項 目とは密接に関連が ある 。 すなわち 「好 き」
と回答 した もの は戸外で あそ んで い る と考 えられ る。 し か し、こ の 調査結果で は、その 関連が
見 られる どころか反比例 して い る の で は ない か と思われ る 。 図 2 よ り 「好き」は増加 して る の
に 、戸外 あそび は減少 して い る 。 これは 、活動的な あそ びは好 きなの だが戸外で あそべ な い と
い う物理的状況 が子 ど もの 周 りに ある の で は な か ろうか 。 好ん で い るけれ ど戸外で くあそばな
い ・あそ べ な い 〉 とい うこ とに 対 し、あそび環境が どの よ うに関わ っ て い るか を以下の 項 目よ
り考察し て い きた い 。
図一3　あ そびの 内容 〈戸外あそび ・室内あそび の傾向〉 （％）
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“
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三 笠 ・金 築 ・久 本 ：子 ど もの あ そび環境（3）
◎ よ くあそぶ場所 （図一 4）
　 「家の 中で あ そぶ」は82年 より全て の 項 目にわた っ て増加 して い る。活動的なあそび を好ま
ない に した が っ て 「家の 中で あそぶ」が 当然増加 して い る 。 しか し、こ こ で 特に注 目すべ きは
性別 と年齢の 項 目で ある 。 戸外で一番走 り回 っ て あそぶ もの と思われ る年長の 男の 子の 「家の
中で あそぶ 」割合が 82年より17％ も増加 して い る 。 もう一方の 注 目すべ き項目は学校や幼稚園
の 運動場の 使用 の増加で ある 。 い ろい ろ問題は あ ろ うが 、公共施設の 開放が徐 々 に進ん で い る
の で あれば 喜ば し い こ とで ある 。 ま た、図 1 の と こ ろ で B 地域の あ そび場所の 悪化 を指摘 し た
が 、B 地域 の 「家 の 中」 と回答 した子 どもが82年の それよ り20％ も増加 して お り、ここに もや
は りあそび場所の な い 現状が如実に現 れて きて い ると い えよう 。
図一4　 よ くあそぶ 場所 （％ ）
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◎ よ くあそぶ相手 （図一 5 ）
　あそび相手 と して友達 と あそぶ こ とは大切で ある。そ こ で 「同年齢」、「異年齢」 を一つ に ま
とめて 「友達」と して考察すると、全て の 項 目に わた り82年 より 「友達とあそぶ」が減少して
い る。その 中で も特 に 男子、年長、B 地域に この 減少が著 しい 。また、「祖父母」、「兄弟 ・姉
妹」で あそぶ はこ の 逆で 全て の 項 目で82年より増加し て い る 。こ の 結果だ けで も、戸外あそび
の 減少が推測で き るの で は ない だろうか 。
図一5　よ くあ そぶ 相手 （％）
※全
男
女
※
※
※年　少
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◎戸外あそびの時間 （図一 6 ）
　これ も全て の 項 目に わた り82年 と比 べ る と、戸外で の あそび時 間が短 くな っ て い る 。 82年 は
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1時間か ら 2 時間が 多 く96年は 1時間未満か ら 1時間が 多くな っ て お り、戸外の あそび環境と
し て は悪 くな っ て い る と思われる。そ の 中で も年長 、 B 地域、活動 的なあそび をまあまあ好む
の 項 目に おい て は 1時間未満が増加 して 、3時間以上が減少 して い る 。 い い か えれば、戸外あ
そびの 時間が96年に は著 し く短 くな っ た こ と に な る。
図一6　 戸 外 あ そび の 時間 （％〉
・ ・ 体 麟一 1
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※ B 贓
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※ C 地域
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2
・ …醐 ：：凋 園 躍哩≡ ≡壷 蠧轟 1，
團 1 時聞未満 口 2時間 未 酋 ［コ2時間以上 口 3 時間以 上 圜 その 他
◎戸外あそびか らの帰宅時間 （図一 7）
　82年と96年の 比較で は96年の 方が少 し帰宅時間が早 くな っ て い る もの の 女子 を除い ては著 し
い 差 は な い 。 女子に つ い て は 5時以降の 帰宅が 17％減少 してお り男子の 3％ と比較する と女子
は と て も早 く帰宅する傾向に ある 。
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図一7　 戸外 あ そび か らの 帰宅時間 （％ ）
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◎戸外あそび の 仲間の数 （図一 8 ）
　82年と96年の 比較で は96年の 方に少 し一人遊びが増えて 、 4 −− 5 人で あそぶ は少 し減 っ て い
るが、大勢は 2 − 3人で あそんで い る 。
　　　　　　　　　　　　　　　　 図 一8　戸外 あ そび の 仲 間の 数 （％）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三 笠 ・金 築 ・久本 ：子 ど もの あそ び環 境 （3）
◎戸外あそびの仲間の性別 （図一 9）
　82年と 96年の 比較で は 、 活動的な あそび を好む子 どもに 少 し変化が み られ るが 、特に 15年間
で あそび仲間の 性別の 変化にみ るべ きもの はない と思われ る。
　　　　　　　　　　　　　 図一9　戸外 あ そ び の仲 間 の性 別 （％）
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　全　体
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◎兄弟 ・姉妹の 数 （図一10）
　82年と96年の比較で は当然減少して い る と考えて い たが、今回の 調査で わずか で は あるが増
加 して い る 。 内容は、一人 っ 子は増えて い るが、それ以上に 3人兄弟 ・姉妹 の 回答が上回 っ て い る。
　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 図一10 兄弟 ・姉妹 の 数 （％ ）
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◎祖父母 と同居の有無 （図一11）
　全体 （平均）で みれば82年 より96年の 方が、わずか で あるが同居が増えて い る 。 しか し、地
域別でみ ると A 地域は 4％減少 し、C 地域は 10％同居が増 えて い る 。　 B 地域は変化な しであ る 。
また 、好み別で は変化の 傾向 はみ られな い 。
図一11　祖父 母 と同 居の 有無 （％）
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◎テ レ ビ視聴時間 〈1 日平均〉　（図一12）
　82年 ・96年とも 2時間以内が最も多い e 視聴時間 を 「2時間未満」「2時間以上」 と い う区
分で み る と 、 82年に比 べ 2時間以上は 19％か ら30％に増加 して い る。地域で比較する と い ずれ
の 地域 も82年に比べ て視聴時間は長 くな っ て い る 。 特に C 地域は この傾向が他の 地域に比 べ 最
も大き い 。 また、活動的な あそび に つ い て は 、「好 ま な い 」 に し たが っ て 視聴時間が長 くな る
方向に変化 して い る 。
◎テ レ ビ視聴 時閲制限の 有無 （図一13）
　制限有 りは、82年に比 べ て 51％か ら29％に減少 し 、 テ レ ビ視聴につ い て は制限が緩 くなり、
約70％の家庭が制限をして い な い 。 また 、地域 の比較で は 、C 地域が最 も制限が緩 くな っ て い
る 。図 12よ りC 地域 が他 の 地域よ り視聴時間の 増加率が高 くな っ て い る こ とか ら、制限の 緩和
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三笠 ・金築 ・久本　子どもの あそび環境（3）
図一12　テ レ ビ視 聴 時間 （1 日平 均）（％）
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一13　 テ レ ビ視聴時間 制限 の 有無 （％ ）
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が視聴時間に反映 した とい えるで あろ う 。
活動的なあそびに つ い て は 「好む」 「まあまあ好む」子 どもに対 し制限が緩や か にな っ て い る．
◎習い 事の 有無 （図一14）
　習 い 事をして い る子 ど もは82年に比 べ て 49％ か ら61％ に増加 して い る。そし て 82年は女子の
方に習い 事をして い る子 どもが 多くみ られた が、96年で は男女の 差は ほ とん どみ られな い 。す
なわち、変化 として は男子の 方 に習い 事が増 えたこ とに なる。年齢別 で は、年少児に最 も習い
事が 増え て い る 。 地 域別で は A 地 域に その 割合が 増加 し て い る 。活動的 なあそび に つ い て は
「普通」と回答 した子 どもに大幅に習い 事が増加 して い る 。 しか し、テ レ ビ視聴時間の ように、
図一14　習い 事の有無 （％）
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　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　 三 笠 ・金 築 ・久本 ：子 ど もの あそび 環境 （3）
「好 まない 」に したが っ て習い 事が増加す るとい うような、好 き嫌 い の 度合い に よる傾向はみ
られな か っ た。
◎習い 事の 回数 〈1週間 〉　（図一15）
　週当た りの 習い 事の 回数 は 82年に比 べ て 増加 して い る。「週 3 回以上」習い 事をして い る子
どもに注目す る と、年長児に増加 が著 しい 。 また 、年少児の 「週 2回」 は25％増加 して い る。
地域で は、B 地域が最も増加 し て お り 「週 3回以 上」は 15％で あっ た 。 活動 的なあそびに つ い
て は、好き嫌い の 度合い に よ る傾向はみ られ なか っ た 。
図一15　習 い 事の 回数／週 （％ ）
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◎習 い 事の 種類 〈運動系のみ 、両方習 っ て い る、非運動系の み 〉　（図 一16）
　82年に比 べ 、「運動系 と非運動系の 両方」の 習い 事 をして い る子 どもは増加し、「非運動系の
み」の 習い 事は減少し て い る 。 性別で は、「両方習 っ て い る」子 どもは男女 と も増加 して い る 。
「運動系の み」は 男子が増加、女子は減少 し、「非運動系の み」は男女 とも減少 して い る 。 年齢
で は 、 年齢の 上昇と と もに 「両方習 っ て い る」子 どもが増加 して い る。そ して 、その 増加は年
中 ・年長児 に大 きい 。 地域で は、B 地域の 「両方習 っ て い る」が22％ の 増加で 習い 事 をして い
る子 ど もの 約半数 を占め て い る 。 活動的な あそび に つ い て は、「好む 」に 「両方習 っ て い る」
が増加 し非運動系が減少して い る。すなわち、運動系だ けが増加 して い る 。 しか し、好き嫌い
の度合い に よる傾向はみ られ なか っ た 。
図一16　習 い 事の種類 く運動系の み 、両 方とも、非運動系の み 〉 （％｝
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三 笠 ・金築 ・久本 ：子 ど もの あそ び 環境 （3＞
4 ． 結論
　本研究の主眼で ある活動的なあそびの 好嫌度に つ い て は、82年よ り96年の方に好む傾向がみ
られた。テ レ ビゲーム等の室内あそびが氾濫 し て い る昨今 に おける こ の 結果は 、 本来の 子 ども
の 姿を垣間見 たよ うで うれ しい 限りで あ る 。 しか し、調査結果 を分析するに したが っ て 、好む
子 どもが増えて い る の に、あそび場所の 不足 、あそび仲間の減少な ど、こ の 子 ど もた ちの あそ
び を奪 う結果が 次々 と噴出して きた 。
　まず居住地域に つ い て は 、都市中心地域 （A 地域〉、住宅地域 （B 地域 〉、都市周辺地域 （C
地域）の 三地域に つ い て 調査したが 、特 に住宅地域の あそび環境が悪 くな っ て お り、「一番よ
くあそぶ 場所 は どこ ですか」の 問い に対 し、「家の 中で あそぶ 」との 回答が住宅地域は 82年が
33％で 、96年が 53％ と20％ も増加 して い た 。 ちなみ に都市中心地域と周辺地域 は どちらも12％
の増加で あ っ た 。 また、「誰 とよくあそ び ますか」の 問に対して は 、 「友達 とあそぶ 」 との 回答
が、82年 は67％ 、96年が 44％ と こ の 項 目に つ い て は23％ も減少 して い た 。 ちなみ に都市中心 地
域は 16％、周辺地域 は 19％の 減 少で あ っ た。当然戸外あ そびの 時間の 減少 も著 し く、「2時 間
以上戸外で あそ ぶ 」は 38％ の 激減で その 内訳 は 82年は 55％ 、96年は 17％で あ っ た 。 こ の 住宅地
域 の あそび環境の 悪化は 、 公 園 ・空 き地等の広 い あそび場所の 減少、交通量の 増加、あそび仲
間の減少と居住地域の あそび環境に影響 を与える主要因と考え られ る項目がすべ て 悪い 方向に
変化し て い る た め で あろ うと思 われる 。
　 「戸外 あそ びが 多い ・やや 多い」の 項 目で は 、 都市周辺地域に お い て 82年が69％、96年 が
43％で 26％ も激減 し戸外あそ びに関して は最 も悪い 変化 を示 し て い る。それに もか か わらず こ
の 地域で は82年、96年 ともに 他の 地域よりよく戸外で あそん で い る （96年の 状況 一都市中心地
域 26％ 、住宅地域32％ 、 周辺地 域43％ が戸外で あそん で い る）。こ れ は82年に比 べ 、公 園 ・空
き地等の 広い あそび場所の 増加、交通量 の減少、あ そび仲間の わずか な減少な どそれ ほ ど居住
地域 の あそび環境が悪化 して い な い こ とに よるもの で あろ う。
　性 別の 82年 との 比較で は、「家の 中で あ そぶ 」は男子 17％ ・女 子11％の 増加、「友達 とあそ
ぶ 」は男子22％ ・女子16％ の減少、「2時間以上戸外で あそぷ」は男子42％ ・女子27％ の 減少
と男子の 方 に 悪 い 傾向が 大で あ る 。 しか し、「戸外 あそび か らの 帰宅時間」の 「5 時以 降に帰
宅する」は女子 17％ ・男子 3％の減 少で 、女子が早 く帰宅する傾向に あ る 。 こ れは現在 、社会
問題 にな っ て い る種 々 の 事柄と関わ りが あ る と思 われ る。
　年齢別で は、性別の とこ ろで述 べ た全て の項目にわ た っ て年長 に悪い傾 向が大 で ある。こ の
性 と年齢 に つ い ては地域別で は ど うか 、年齢の 中の 性別 は どうか などもっ と詳 しく分析する必
要が あ る の で次 回の 課題に し た い 。
　以 上 よ り、 96年は 82年に比 べ 活動 的なあそび を好む子 どもは増加 して い るが 、 戸外で の あそ
び は減少 して い る 。 住居地域の あそび環境が子 どもの 戸外で の あそびに影響 を与え る こ とは確
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か で あ るが、環境が良 くて も戸外で の あそびが減少 して い ると い う事実 も見逃す こ とはで きな
い
。 テ レ ビゲーム の 普及は もちろん、テ レ ビ視聴時間制限の 緩和と、テ レ ビ視聴時間の 増加 、
習い 事の 増加、習い 事の 回数の増加等 も影響 して い る の で は なか ろ うか 。 そ し て 全て に わた っ
て負 とで た あそび仲間の 減少が一番困難 な問題で あろう。最後に 、あそび場所につ い て は、公
共施設の 開放、住宅地域内の 道路時間開放 、集合住宅 内の 駐車場の 立体化に よるあそび場所の
確保等 を提案 した い 。
（本論文は第51回日本保育学会に おける発表 に加筆 した もの で あ る）
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